
“みんなの居場所”をテーマとした「場づくり」に挑
戦しようと思っています。みんなが集まれる場所や
機会が増えれば、参加者も増えることになり、その
結果、地域のつながりが密になり、地域全体が活性
化されます。素敵な笑顔も多く見られるようになる
でしょう。これまでも、「場づくり」には片手間で取
り組んできましたが、今年はもっといろいろな人た
ちと連携しながら、多様な居場所を立案し、地域の
人たちに提供したいと思います。

いろいろな人と
「場づくり」に挑戦

尾田 淳
（おだ・まこと）

SOMPOケア株式会社  
認知症プロジェクト推進部
リーダー

今年はオリンピックイヤー。ご利用者様のなかに
も56年ぶりの東京オリンピックを楽しみにしてい
る方が多いので、オリンピックにちなんだイベント
を企画し、過去と未来の融合を図りたいと考えてい
ます。また、今後は、地域の方たちに、デイサービ
スをもっと身近に感じてもらうための取り組みも必
要です。地域に向けた情報発信の機会を増やし、デ
イサービスの役割を理解してもらい、地域に開かれ
た施設をめざしたいと思います。

オリンピック関連の
イベントを企画

佐藤 光夫
（さとう・みつお）

医療法人社団福寿会 
かわせみデイサービスセンター
所長
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Leader

東京都

東京都

震災復興支援の総仕上げとして、地域住民と協働する
コミュニティ支援からターミナル支援まで、一気通貫した
サービスを始めます。介護事業者が伴走する住民の支え合
い活動と訪問看護連携型定期巡回随時対応型サービスを
提供。住民・自治組織・企業・支援団体を巻き込んだ新し
いカタチの多職種連携ネットワークの構築を目指します。

渡邊 智仁
（わたなべ・ともひと）

ぱんぷきん株式会社
代表取締役

新しい多職種連携ネットワークを構築
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Leader 宮城県

当法人ではスタッフへの個別面談を行いながら人事考
課を積極的に行っており、様々な課題があるなかで、ス
タッフは「１年かけてチャレンジしてみたい」という目標
を立てています。その健気さや強さをしっかりと受け止
め、支援していきたいです。それが職員の「やりがい」や「介
護の魅力」、または「人材確保」につながると信じています。

会田 るみ
（あいた・るみ）

社会福祉法人恩賜財団済生会支部
特別養護老人ホームながまち荘
山形県済生会  介護主査

職員のチャレンジを受け止め、支援する
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Leader 山形県

高齢でも障害があっても旅行を楽しめるよう「旅行介助
士」の養成をしていますが、東京オリンピック・パラリン
ピックに向けて、もっと多くの旅行介助士を育てていきた
いです。また、介護の魅力を発信しつつ、ICT＆IOTを
活用して夜間の介護業務の効率化を図るための「眠り」に特
化したシステムを広めたいと考えています。

伊藤 順哉
（いとう・じゅんや）

社会福祉法人つるかめ、
株式会社つるかめ
副理事長、取締役次長

旅行介助士をもっと育てたい
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Leader 山形県

2020.2 地域介護経営 介護ビジョン 55

200号記念特別編集 介護現場のリーダー200人の原点と挑戦
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